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要旨：高齢化者の移動の足が失われ，地方自治体の財政状況が悪化し，公共交通の維持が難しい現状にある．

また，近年では地域コミュニティの活力も低下し，地域の人たちのつながりも低下している．そのような中で，

地域の見守りや相互援助の仕組みづくりが重要な課題になっている1)．本稿では，低炭素交通手段として開発

された低速電動バスを高齢者が多く住む地域に導入することで，バス車内でのコミュニケーションが誘発され，

地域住民同士の自然な見守り効果が発生し，交された地域情報がコミュニティ内に拡散する速さを検証した． 

 

１．はじめに 

高度経済成長期の1960年代にモータリゼーションが一気に進んだ．1990年代以降は高齢化が顕著になりモビ

リティが低下し地域コミュニティの弱体化につながった．モータリゼーションは，公共交通の利用者を減少さ

せ，公共交通をいつかは必要だが利用しないものとなった．2002年の道路運送法改正もあいまって，その維持

がより困難となっている．公共交通を維持するためには，移動手段の提供ばかりでなく地域に新しい価値を生

む手段の提供と捉える発想の転換が必要である．群馬大学と北関東産官学研究会は，地域企業や自治体と共同

して低速電動バスeCOM-8®（桐生市愛称：MAYU）を開発した2),3)．最近，このeCOM-8®はグリーンスローモ

ビリティの一つとして注目されている．このような低速電動バスの運行により，地域住民同士のつながりが生

まれ，見守り的な効果が自然に発生する事例が確認された3)．さらに，バス車内での地域情報の交流がコミュ

ニティに情報の伝搬につながる可能性について検討する4)． 

 

２．低速電動バスの運行による自然発生的な見守り効果 

2.1 低速電動バス内での会話が見守り効果を発生した事例 

低速電動バスを活用する社会実験を，2015年および2016年にそれぞれ約１年間実施した．実施地域は群馬県

桐生市の宮本町および菱町（一色地区）である．それぞれの地域は路線バスルートが設定されていない．運行

は週に２回で，１日の４便の運行である．宮本町と菱町の乗車率推移は図１の通りである．この運行の中で利

用者の間のコミュニケーションが生まれ，様々な地域の情報共有が行われことが確認できた．中でも，宮本町

や菱町一色地区では，いつも乗車するお年寄りが乗車しない場合はそれが話題になり，体調を壊したことなど

が車内で共有される事例が複数回見られた．また，地域で自主的に組織されている見守隊がこのバスを活用す

るようになり，車内でごく自然な形で地域の情報共有が進むことが散見された．このような事例は地域の知り

合いが同じ車内空間を一定時間共有することで生まれ，地域の安心安全を自然な形で高めている事例といえる． 

 

2.2 利用者へのアンケート調査に基づくコミュニケーション促進効果の検証 

上記の実証試験地域でアンケート調査を行った．ここではその調査結果の中から電動バスの導入が利用者の

日常会話への影響について調べた結果を紹介する．設問としては，「あなたの最近の生活を１年前と比較して

お答えください。問23 人と話す機会について」とし，選択肢としては「①増えた②少し増えた③変わらない

④少し減った⑤減った」とした．その結果を図２に示す．この結果から，低速電動バスを地域の暮らしの足と

して導入したことにより，利用者の間の会話が増え，コミュニケーションが促進したことが推察される． 

 

2.3 車内で共有された地域の情報の拡散効果の検証 

低速電動バスの乗車定員は運転手を含めて10名である．バスの乗客が地域情報を共有した場合，それが地域

に拡散する効果を検証してみた．検証方法としては，感染症拡大やネット上の口コミ拡散モデルとして用いら

れるSIRモデルを用いた．感染感受者（これから感染する可能性のある人）の数をS，現在の感染者（やがて回

復する）の数をI，一度感染して免疫保持者の数をRとする．このアナロジーとしてバスの中の情報共有者数を

R，地域の未共有者数をS，一度共有して覚えている（やがて忘れる）人をIとすると同じモデルが成り立つ4)． 
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�̇� = −𝜎𝑆𝐼,    𝐼̇ = 𝜎𝑆𝐼 − 𝛾𝐼,   �̇� = 𝛾𝐼                       (1) 

ここで，σは感染率（情報の共有率），γは除外率（情報が失われる率）を表す．σは社会生活基本調査から1交

際・つきあいに使う時間の割合をσ =0.01726，口コミの拡散過程の研究5)から情報が失われる率をγ = 0.5とし，

関係する住民数Nを100人とした．このとき，バスの乗客数n0に対して情報が伝わる速さを，Iの最高値が現れ

るまでの時間（日数）として調べた（図3）．乗客数が多いほど早く地域に情報が伝わることがわかる． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 図１ 実験期間の乗車率    図２ 会話の増加（菱町）  図３ 乗客数にnよる情報拡散の違い 

 

３．おわりに 

低速電動バスを高齢地域の暮らしの足として導入すると，地域情報が車内で共有されることが確認できた．

特に，顔見知りが同じ便に乗り合わせることが日常化し，会話を交す関係が自然に発生し，互いの見守り体制

が構築されるという効果が見られた．また，アンケート調査によって利用者の会話頻度が増加しコミュニケー

ションが活発になることが示唆された．さらに，地域情報の拡散モデルから，乗客が多いほど地域情報が拡散

する速度が高いことが推定された．以上のような見守りの機能は，従来の「見守られる側」と「見守る側」と

いう一対一の構造ではなく，「互いに見守り見守られる」というゆるい関係性が生まれていて，行政が多大の

コストをかけて見守ることよりも持続可能なシステムであることを示唆している．これらの特徴は，(1)ユー

ザー自身がお互いの生存や健康状態をチェックするボランタリーな状況の発生（自発性），(2)見守りを第一

目的としていないため自然に発生し持続しやすい体制（持続性），(3)顔を見せなかったユーザーの情報は乗

車したユーザーが伝達しあい，間接的な見守り効果が発生(間接性)する可能性，としてまとめられる．今後さ

らに社会実験を継続し，自然発生的な見守りの効果に関する実証データを蓄積する予定である． 
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略歴および研究分野 

公共政策論（経済学）．政策効果の実証分析を専門．高等教育市場を多面的な連立方程式体系化

し文科省の大学定員管理政策の重要性を指摘．局所的な政策と地方都市の持続可能性について，

eCOM-8の実装がコミュニティに与える影響について研究． 

 

                                                 
1 総務省統計局，平成28年社会生活基本調査，生活時間，全国(調査票A)第4-2表から，一週間の時間の使い方，19交際・

付きあい時間が174分であり，一週間に対する時間の比は0.01726となる． 
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